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（1）愛媛県ごみ処理広域化・集約化計画

① 愛媛県の計画の概要
・ごみ処理の広域化に関して、広域化・集約化に
関する基本的な考え方が取りまとめられた。

・本市は3市の「西条ブロック」に分類される。
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（1）愛媛県ごみ処理広域化・集約化計画

② 西条ブロック施設整備計画（焼却施設）
・西条ブロックは四国中央市、新居浜市、西条市
・20年後の目標：ブロック内1施設を目指す。
・検討課題：独自にﾄﾝﾈﾙｺﾝﾎﾟｽﾄ方式導入も検討する。
⇒令和3年度末、本市は単独又は広域での
処理に関して、方針が定まっていない状況
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（2）本市単独での燃料化処理方式の可能性検討

① 検討の経緯
・県広域化計画において、トンネルコンポスト処理
方式に特化した検討を行うこととなっていた。

・同方式は、令和3年度末時点において、
全国で1事例（香川県三豊市の民設民営事業）
のみとなっている。

※（株）エコマスターのホームページより
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（2）本市単独での燃料化処理方式の可能性検討

① 検討の経緯
・本市は、廃棄物を燃やさないリサイクルを念頭に、
トンネルコンポスト方式も含めた燃料化処理方式
の導入可能性に関して広く検討することとした。

② 検討を行った処理方式
・分別区分変更の必要がない4方式の導入を検討

（検討結果は次回委員会において報告）
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（2）本市単独での燃料化処理方式の可能性検討

② 検討を行った処理方式

※検討結果の詳細は7/24第2回検討委員会で報告
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（3）東予東部でのごみ処理広域化の可能性検討

① 検討の経緯
・西条ブロックの新居浜市及び西条市は、
令和2年度より広域化に係る検討を開始

・令和3年度より、西条ブロックとしての広域化
を念頭に、本市も含めた広域化の検討を開始

⇒令和4年度、本市単独での処理も含めた
ケースを設定して、検討業務を発注
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（3）東予東部でのごみ処理広域化の可能性検討

② 検討の概要

次の条件で検討を実施した。
設定条件

対

象

施

設

焼却施設 3市単独 3市広域
四国中央市を除く

2市広域

不燃・粗大ごみ処理施設 3市単独 3市広域
四国中央市を除く

2市広域

中継施設 整備する 整備しない

10km20km40km10km20km40km



（3）東予東部でのごみ処理広域化の可能性検討

③ 現状本市として導入が効果的だと想定されるケース
コストメリット,定性的な評価から下記2ケース想定

〔ケースA〕
●焼却施設 ：3市広域
●不燃・粗大ごみ処理施設：3市単独
●中継施設 ：整備しない

〔ケースB〕
●焼却施設 ：3市広域
●不燃・粗大ごみ処理施設：3市単独
●中継施設 ：2施設整備（可燃）

※不燃・粗大ごみ処理施設については継続して協議を行う
※２市広域化の場合、燃料化不適物の広域化焼却施設への搬入について継続
して協議を行う
※検討結果の詳細は7/24第2回検討委員会で報告 8


